
呼吸器感染症の基礎的・臨床的検討 
 

クロロキンはヒトコロナウイルスの上皮細胞内での増殖を抑制し、その機序として p38 MAPK, ERK 経路
が関係することを明らかにした（Antiviral Research 2008;77:150-152）。 

 
超高齢者における気管支鏡検査の安全性を後ろ向きに検討した。超高齢者において気管支鏡検査の合併症

は非超高齢者と同等であり、超高齢者ということは気管支鏡検査の禁忌にはならない（J Am Geriatr Soc 
2016;3:676-677）。高齢者市中肺炎の患者において入院時の胸部 CT は肺炎の診断感度が胸部単純 X 線写
真と比較して高く、また両側の肺炎像は死亡の独立したリスク因子であった（Intern Med 2016:55;437-
441）。医療介護関連肺炎の患者において入院時の胸部 CT は肺炎の診断感度が胸部単純 X 線写真と比較し
て高く、また両側の肺炎像は死亡の独立したリスク因子であった（Geriatr Gerontol Int 2017;17:41-47）。
精神科病院に入院中の患者の身体合併症の死亡のリスクを解析した。低体重、低栄養が独立したリスク因子
であった（Psychiatry Clin Neurosci 2017;1:807-812）。精神科病院に入院中の患者において発症した肺
炎の死亡のリスク因子を解析した。既存の重症度評価システムである ADROP に低体重、両側肺炎像を加え
たところ予測精度のより高い重症度評価システムを作成することができた（Intern Med 2018;57:2473-
2478）。統合失調症の患者において肺炎の発症リスクを検討したところ、非定型抗精神病薬の使用、高容量
の抗精神病薬、低体重、喫煙歴、高齢が独立したリスク因子であった（Neuropsychopharmacol Rep 
2018;38:204-209）。 
 
COVID-19感染症の治療 

COVD-19 感染症に対するデキサメタゾン、レムデシビル、バリシチニブの 3 剤併用療法は死亡率の低下
に寄与する。この組み合わせに於いて、デキサメタゾンは 6.6mg/day の固定量と predicted body weight
で過量にならないように調整した場合のどちらが安全に施行しうるかを検討した。感染症リスク、人工呼吸
のリスク共に有意差は認められず、predicted body weight で調整したデキサメタゾンでも入院期間の短縮、
酸素療法の期間の短縮化は図れなかった（Respir Invest 2023;61(4):438-444）。 
 
発熱・咳嗽に対する薬物適正使用 

感冒（風邪）に罹患した場合に発熱／咳嗽を認める頻度は高い。一般人が発熱／咳嗽の出現を認めた場合、
まず解熱薬／鎮咳薬を求めて薬局に走る、ないしは一般医家を受診した場合、解熱薬／鎮咳薬の処方を希望
する。急性感染症に対する診断そして即治療は患者の望むところである。このシンポジウムでは「生体にお
ける発熱／咳嗽」の意味を改めて考えてみる。「傷寒論」を現代日本語に意訳すると、感冒様症状に対して
葛根湯／桂枝湯を服用することの目的は、患者さんの身体を温め（一時的に発熱を促進し）その後の発汗を
促進することにより、体内でのウイルス増殖を抑制することと説明できる。解熱剤によりすぐに解熱させる
よりも一時的に発熱を促進することが、ウイルス感染症に対する生体防御反応を高めることになる。細菌感
染症に対しては抗菌薬を併用することによりこの原則が当てはまる。現代科学に当てはめると、かぜウイル
スは低温嗜好性であり体温が上昇すると不活化しやすくなると解釈される。感冒症候群の時の生体の発熱反
応はより早くウイルスを減らすための防御反応とも解釈できる。北海道大学：本間行彦先生の学生を対象と
した感冒に対する漢方治療のデータは、学生がより早期に感冒症状から回復したことを示している。 

咳嗽は外界からの異物に対する生体防御反応と解釈される。呼吸器を異物から守るために、外から入って
きたほこり、煙、風邪ウイルスなどの異物を気道から取り除こうとする反応である。気道過敏性の亢進でも
咳嗽は出現する。咳嗽は生体にとって悪い反応ととらえて、画一的に鎮咳するのはかえって病態を悪化させ
る場合もある。呼吸器学会ガイドラインでも推奨されない鎮咳薬がある。咳嗽に対しても、その病態に応じ
て適切に対応する必要がある。 

そこで発熱／咳嗽の発生する機序に立ち返って、薬物治療することを推奨したい。現在の解熱薬・鎮咳薬
の不足は、画一的な使用のためとも考えられ、それらの薬物乱用の防止にもつながるからである。漢方医学
にも、合目的な処方があることを多くの医療関係者に知っていただき、解熱薬・鎮咳薬をともに適正に使用
することを提言する。 
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